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 秋も日に日に深まり、月日の経つのは早いもので、秋季研究会からひと月ですね。研究会の一日を通して、前向きに

なった気持ちは今も続いていますか？落ち込むときがあっても、研究会や仲間を思い出して、またがんばりましょう。 

 今回の Next Step は分科会のあとに書いていただいた感想や明日から取り組みたいことを特集します。 

 みなさんの感想などをお読みいただき、また気持ちを新たに進んでくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

秋季研究会分科会特集 

明日から、 

やってみよう！ 

◎ 事務職員から子どもたち教職員、保護者に何か行動を起こせば、戻ってく

るものがあるんだと感じた。何か関わりを持てたらいいと思う。 

◎ 他校の現状や他の方の考え方を知ることができてよかった。論理的に考え

ることができて、気付かされることが多く有意義であった。 

◎ 学校行事を行うには必ずお金が必要で恒例の行事も多いので、予算を作成

し、次年度に生かしていくことの必要性を改めて思った。 

◎ 今までなんとなく予算を見ながらお金を使ってきていたが、今回の宿題を

してみて、１つの事業にこれだけのお金がかかっているのだということが

分かった。また、年間の行事についても予算の見通しができるし、異動し

ても引き継ぎができるので、これから取り組んでみたいと思う。 

◎ 学校への財務からの関わりについて楽しく話ができた。不採用でも予算書

を作ってみたくなった。 

第２分科会 

「教育活動へのかかわり」 

～学校行事に必要な予算を通して～ 

子どもたちのために

がんばろう！ 

◎ 自分の仕事を見直し、分解して計画を立てる、仕事の整理術を聞くこと

ができ、明日からの仕事に役立てたいと思った。 

◎ 日々の業務の効率的なこなし方を学ぶことができてよかった。 

◎ 仕事の優先順位について今まではぼんやり頭の中で思っているだけだ

ったが、今後はリストアップして目に見える形でスケジュールに組み込

もうと思った。 

◎ 多忙の中でいかに整理をしてのぞむかを具体的に学んだ。忙しいからこ

そ、計画を立てて仕事をこなすことが大切だと痛感した。明日から、突

発的な仕事にもうまくつき合いながら職務をすすめていこうと思う。 

◎ 自分の考え方の傾向を振り返ってみる→他の人の考えを聞いて参考に

する→自分を変えてみる。よりよい仕事ができるように自分に固執しな

いことも大事だと思った。 

第 1分科会 

事務処理能力をアップするための 

タイムマネジメントの基礎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

紙面の都合により、すべてを掲載することはできませんが、いただいた感想などはすべて研究部員で読ませていただ

きました。今後の参考とさせていただきます。 

みなさんから「これからますますがんばっていこう」という気持ちが伝わってきました。また、県外の参加者の方か

らも前向きな感想をいただき、どの分科会もとても充実した内容だったことが伺えます。 

（参考：県外参加者数 石川県 8名、新潟県 2名、岡山県 1名） 

運営スタッフのみなさまも本当にありがとうございました。 

一段ずつ、一歩ずつステップアップしていきましょう！！ 

◎ 協働、連携とむずかしく考えすぎず、まず、自分がやってみたいこと

を宣言し、教頭先生と連絡を密にしたいと思った。 

◎ 明日からの取り組みについて、最後に宣言したことによって気持ちも

あらたに目標に取り組むことができる気がした。 

◎ 県外の方も含め、市町、小中も違うメンバーでの話し合いだったが、

それぞれに悩んでいること、考えていることは似通っているのだと感

じた。何か始めたい、よりよくしていきたいという気持ちを共有でき

たことが嬉しく明日への活力を得られた。 

◎ 共同実施での協働と連携の発表を聞き、取り組んでみたいなあと思っ

ていた事が是非取り組んでみようと思いが変わった。 

◎ 働きやすい環境づくりのために整理整頓から始めてみようと思う。そ

れからいろいろなことに気づけるようにこれまでより校内に目を配っ

てみようと思う。 

第３分科会 

共同実施や学校の中・・色々な場面での協働と 

連携を考え実践してみよう 

－ 

◎ 大きなテーマで具体的な考えがうかばなかったが、話をしていく中で思い

つくことがでてきた。他の方々の意見を聞いて新たな考えが出てくること

はうれしかった。 

◎ 各ステージでの実践策を考えるというグループワークはレベル１，２など

少経験者でも取りかかりやすく前向きに考えられた。段階をふんで、「い

ずれこうなりたい」という像を考えられるよい機会になった。 

◎ 今までぼやっとしていて手が届かないと思っていたグランドデザインで

したが、分科会で皆の意見を聞いてちょっと先が見えてきた感じがした。 

◎ グランドデザインは必要だが、まだ身近でない感じがしていた。わかりや

すい説明と加藤先生の解説で理解できた。助言者に入っていただいたこと

で全体研修での講演内容も深まったと思う。 

◎ 全体研修会を受けた後の”チーム学校”という考え方がとても身近に感じ

ることができた。明日からは新たな視点で職場をながめようと思う。 

第４分科会 

「グランドデザインを身近なものに」 

チーム学校に役立つ実践策を作ろう 

－ 

～県外参加者の声～ 

福井県の方々の前向きな取

り組みの姿勢には見習うべ

きところがたくさんありま

した。いろいろ参考になるご

意見をいただきましたので、

明日から学校へ戻って実践

してみたいと思います。石川

県はまだまだ共同実施が進

んでおらず、「協働」につい

てもまだ最初の一歩を歩み

だすことができてない状況

です。これから初心にかえっ

て頑張っていこうと思いま

す。 

～県外参加者の声～ 

石川も同じ課題、悩みを

かかえています。向かう

ベクトルは同じですが、

雰囲気が違い、うれしい

驚きでした。第４分科会

では難しいことを簡単な

あるいは身の丈にあった

言葉で発表していまし

た。参考になります。 

 


